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▲現在の山田錦まつり
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　山田錦は、良質な酒米に求められる条件をすべて備えた品種として、最高峰の酒米と評価されています。

うまい酒を作り出す！山田錦の「３つの特徴」うまい酒を作り出す！山田錦の「３つの特徴」

　ユネスコが人類共通の文化
として保護・継承すべきと認
める「無形文化遺産」に、山田
錦を原料とする日本酒造りを
含む「伝統的酒造り」が登録さ
れ、酒造文化の価値が世界的
に評価されました。

　山田錦の魅力を広く発信するため、「第1
回山田錦まつり」を開催。生産者と消費者、
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　地域に根付いた伝統的な農業の仕
組みを国が認定する「日本農業遺産」
に認定。酒米の特性や気候風土に適
応した栽培技術や、
「村米制度」が継承さ
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　酒米・山田錦の品質を守るため、古くから「村米制度※」が受け継がれて
きました。地区ごとに生産者が一体となり、栽培方法や品質基準を統一
することで、安定した高品質の山田錦を生み出しています。生産者同士
が互いに支え合い、酒蔵と信頼関係を築いてきたことが、90年にわたり
評価され続ける山田錦を支えています。
※集落単位で酒蔵と契約し、酒米を生産・出荷する仕組み。

品質を守り続ける！「村米制度」品質を守り続ける！「村米制度」

　粒張り、粒揃いがよく、千粒
重（整粒した玄米1,000粒の重
さ）が重く、大吟醸酒などに必
要な米を小さく削ること（高精
米）が可能です。

①高精米に耐える粒の大きさ
　心白（米の中心にある白っぽ
いでんぷん部分）が鮮明に出て
いるため、酒造過程で麹菌が付
きやすく、旨味成分として酒質
に大きな影響を与えます。

②酒の味を左右する心白

　たんぱく質や脂肪が少なく
水分を含む量が適正であり、雑
味の少ないお酒ができます。

③ 雑味の少ない酒を生む
成分バランス

▲村米制度発祥の碑（吉川町市野瀬）

酒蔵をつなぐ交流の
場として始まり、現
在も続く恒例行事と
なっています。

　生産者やJA、市などが連
携し、山田錦の品質向上を
めざして、栽培方法や選別
基準を統一することで、安
定した高品質の山

国が認めた山田錦生産システム 酒造文化が世界の財産に さらなる品質向上
をめざして

山田錦がつなぐ交流の場
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